選択の結
建物に掲げられた「売り出し中」の看板を見ると、私たちの決断が現実のものだと実感しますね。ここにいなかった方や、初めて来られた方のために、私たちがこの時点に至るまでの背景と出来事を説明したいと思います。ここヴェルダンで、私たちはここ数年間、着実な成長を経験してきました。
· 2003年に30
· 2004年に50
· 2005年に70
· 2006年に85
私たちの講堂と教室のスペースはほぼ満杯になっているため、建物の外側を改修し、階下にさらに多くのクラスのためのスペースと、より大きな交わりのホールを増設し、その後、講堂も拡張することにしました。改修工事の費用の大部分は支払い終え、増設工事を行うために20万ドルの融資も確保していました。工事の計画を立てた後、建築家から、市は完全な2階建てを建設することを要求しており、費用は40万ドルを超えることになると知らされました。数週間前、ロジャーと私はこの情報を会衆に伝え、二つの選択肢を提案しました。
1. 私たちはこの建物をそのまま維持し、西部島で別の会衆を始めるための拠点として使用します。そうすれば、これがヴェルダン教会の主な務めとなります。それは、収容能力いっぱいまで成長し、他のグループを立ち上げることです。
1. この不動産を売却し、私たちがグループとしてさらに大きく成長できる別の建物を購入します。これは、私たちが一緒にとどまり、新しいグループを始めることを将来まで延期することを意味します。
集会では良い話し合いが行われ、大多数（90%）の願いが、一緒にとどまり、どこか別の場所へ移ることであることが明らかになりました。意見用紙を受け取った後、奉仕宣教チームはその不動産を売却し、新しい建物を探し始めることを投票で決定しました。今週、教会は不動産仲介業者を雇い、503 - 5thAveを正式に売りに出しました。
会衆の集会で、私はこのすべてについてどう考えているか尋ねられましたが、第一の選択肢（新しい教会を開拓する）を支持していると言った以外は、あまり多くを語りませんでした。教会には自分たちで選び、自分たちの意見を述べてほしかったからです――私の考えに影響されてほしくなかったのです。お分かりのように、指導者は従う人々が行こうとしない所へ導くことはできません。ですから、皆さんがどこへ行きたいのかを見たいと思ったのです。しかし、今や話し合いが終わり、選択もなされたので、この会衆の創設者の一人であり指導者の一人として、皆さんにいくらかフィードバックをしたいと思います。皆さんが選んだことの意味について、また、皆さんがこれからしなければならない他の選択についてのフィードバックです。
その選択が意味すること
人生で私たちが選ぶことは、しばしば私たちが成長のどの段階にいるのか、そして本当に何を望んでいるのかを示します。例えば：
· ある学生がテレビを見るよりも勉強して試験の準備をすることを選ぶのは、成熟と責任感のしるしです。彼は成功を望んでいます。
· 若いカップルが結婚を決めるのは、相互の愛と献身のしるしです。彼らは新しい人生と家庭を望んでいます。
共にとどまり、そのために別の物件を購入するという私たちの選択は、リスクよりも安全を選んだことを示していました。コメントのほとんどは、共にいることがどれほど心地よく、どれほど安心できるかについて述べていました。私たちはこれを失ったり、離れ離れになる苦痛を冒したりしたくありませんでした。安全策を取り、慎重になり、リスクを避けることが悪いことだと言っているのではありません。それは、私たちが危険な状況に陥らないよう助ける重要な美徳となり得ます。
しかし、共にとどまるという決定と、そのために挙げられたすべての論拠が、失われた人々や神の王国ではなく、すべて私たち自身に焦点を当てていたことを指摘せずにはいられません。私たちは、20～30人がここを離れて別の教会を始めるなら、ここに残る40～50人にとってあまりにも大きな困難になると言いました。しかし、イエスは教会を始めるために、わずか12人を送り出されたのです。神は、12人を通してなさったことを、20～30人を通してなさることがおできにならないのでしょうか。
私の心の中では、私たちは神が私たちの内に、また私たちを通して働かれるのを見る機会を逃したのだと思います。なぜなら、私たちは強くなる代わりに弱くなり、もっと神に頼り、自分自身にはあまり頼らなくならなければならなかったからです。より安全な道を選ぶことについては、より安全な道が必ずしもこれがより容易な道であることを意味するわけではない、ということを理解してください：
この建物を売却し、移転し、購入し、新しい場所に移って適応することは、容易ではありません！そして最終的に、福音が広がるためには、どこかに新しい教会を植えなければなりません。なぜでしょうか。―それが、神が新約の教会に行うよう定められたこと、すなわち自らを増殖させることだからです。そうしなければ、教会としての霊的な召命を果たしていないため、霊的に死んでしまいます。マタイ28章にある、すべての国の人々を弟子とせよというキリストの命令を、ほかにどのように果たせるでしょうか。ダニエル2:35-45にある、御国が地に満ちるというダニエルの預言は、教会が地を覆うこと以外に、どのように成就するでしょうか。
私たちの選択とその理由について興味深いのは、2003年、カリフォルニアの500人を超える会衆で、新しい会衆を始めない理由としてまったく同じことが挙げられていたことです。「教会を分裂させてはいけない」と彼らは言いました。「交わりを楽しむために、一緒にいましょう」と彼らは言いました。キリストの教会は1907年以来モントリオールにありますが、既存の会衆から教会を植え付けることに、100年経ってもまだ成功していません。すべての教会は、他の場所から来た人々によって植え付けられました。私たちの世代がその循環を断ち切り、これがどのように行われるのかを次の世代に示す模範となるべきだと、私は信じています。遅かれ早かれ、私たちは別の教会を植え付けなければなりません。私たちはそれを後で行うことを選びました――この世代のうち、どのように行うかを知っている人々が皆いなくなってしまうほど、後にならないようにしましょう。
今回、私たちの最近の決定からではなく、聖書から、もう一つ指摘したいことがあります。それは次のとおりです......
神は私たちの選択とともに働かれる
これまで述べてきたことを考えると、これは安心できることではないでしょうか。神がご自分のしもべたちのさまざまな選択に対して働かれた例は数多くあります――たとえそれが神の第一の選択ではなかったとしてもです。モーセは、神が彼を遣わされたにもかかわらず、ファラオに語ることを拒みました。そこで神は、彼の兄弟アロンを代弁者として備えられました（出エジプト記 4:14）。ユダの手紙ヤ人たちは、神が設けておられた制度の代わりに、王に彼らを治めてもらうことを選びました。そのため神は彼らのために王たち――サウル、ダビデ、ソロモン――を任命されました（そしてダビデとソロモンを通して、美しい旧約聖書の文学を生み出されました）（サムエル記第一 8-ff）。
o パウロとバルナバは、異邦人への宣教のために神によって共に組み合わされました（使徒の働き 13:1-3）が、彼らは口論し、別々に行動することを選びました。しかし神は、彼らがそれぞれ首尾よく宣教を続けられるよう、新しい協力者（シラスとマルコ）を備えてくださいました（使徒の働き 15:36-41）。
私たちが神に仕えることを望んでいるかぎり、神は私たちの選択とともに働いてくださいます。時には、神の第一の選択が何であるかを知るのは難しいものです。しかし、私たちが神の御心を求め続け、忠実に神に仕えるなら、神は私たちの選択を成功させ、それによってご自身に栄光をお与えになることができます。私は神に信頼しているので、あなたの選択が私の第一の選択ではなかったとしても、それを神の栄光のために成功させるために、私にできることは何でもすると、心から言うことができます。
この選択をした今、成功するために必要なことをする覚悟を皆で持ちましょう
選ぶこと自体は実は簡単ですが、難しいのは、私たちの選択を現実のもの、また成功へと導くために最後までやり遂げることです。例えば、医者になることを選ぶのは簡単ですが、学ぶことは長く困難です。恋に落ちるのは簡単ですが、その関係をうまくいかせることには努力が求められます。イエスの弟子になることを選ぶのは簡単ですが、十字架を担うことはしばしば別の問題です。一緒にとどまり、売却して、より良く、より大きな施設へ移ることを選ぶのは簡単です。しかし、実際にこれを成功させるには、ここにいる一人ひとりから三つのことが求められます。
1. 成功には献金の増加が必要です
より大きく、より良い場所には、より大きく、より良い予算が必要になります。私たちが行うことに対応するため、予算は週1:000ドルから週1:500ドルへ増えると見込んでいます。現在の週1:000ドルの予算を定期的に献げることによって、これを実現し始めることができます。この教会で給与または年金を受け取っている一人ひとりが次のことを行えば、これができることを私は疑っていません。
· 収入の最初の部分を主にささげなさい。それが1％であっても20％であってもです。
· これを毎週行いなさい。そうしたいと感じたときだけではなく、ここにいるときだけでもありません。
· 自分の富ではなく、ささげ物を増やすにはどうすればよいかを主に示していただくよう求めなさい。主が私たちに富を与えてくださるのは、ささげるためであって、ただ自分自身のために使うためではありません。
では、一人ひとりがこのように行うなら、通常献金をしている教会の60～70％だけでなく、全員がこのように献金するなら、私たちの献金は増加します。
2. 実りある奉仕
より広い場所、より多くの人々、より多くの働き。より多くの働きには、仕える用意のある人々が必要です！現在、会員の約50％が、多かれ少なかれ奉仕に携わっています。別の場所で、150人の強く献身的な会衆を築くことに成功するためには、次のものが必要です。
まったく仕えない人々は、ある程度の基本的な段階で実を結び始めることがありません。覚えておいてください。あなたがしていることが教会に来ることだけなら、あなたは仕えているのではなく、私たちがあなたに仕えているのです。
最小限のレベルで奉仕している人たちは、より実りあるレベルへと進む必要があります。月に一度祈りを導いたり、時々パントリーのために食べ物を持って来たりしているなら、どのようにすればもっと実りある奉仕ができるか、神様に、あるいはロジャーか私に尋ねる必要があります。信じてください。私たちは、あなたが実りある奉仕をできる場所を必ず見つけます。
すでに奉仕で非常に忙しい人たちは、より多くの人を奉仕に加えられるように、他の人を募り、訓練し、委任する方法を学ぶ必要があります。あなたは奉仕の仕方を知っており、すでに忙しくしています。あなたは他の人々を指導し始め、自分が知っていることを彼らに教えなければなりません。
例えば、私たちが引っ越すときには、新しい場所へ私たちを移すための段取りを、多くの人々が考えなければならないことを私は知っています――今日ここにいる誰かを、明日待ち受けている大きな仕事があります――もしあなたがその仕事を引き受ける準備ができているなら。ロジャーと私がここにいるかどうかにかかわらず、教会がうまく働き、奉仕できるなら、私はここでの自分の務めを成功と考えます。あなたがた一人ひとりが、ここでの務めに責任を負っていると感じることです――説教者たちとその家族、そして少数の会員だけではなく。
3. より強い信仰
この建物を売却して別の建物を手に入れることになろうと、いずれにしても、これは信仰の試練となります。なぜなら、これが神の働かれる方法だからです！もし私たちがここにとどまり、別の会衆を始めるために一団を送り出すことを選んでいたなら、それも信仰の試練となっていたでしょう。なぜなら、これが神の働かれる方法だからです!!
私たちはこのように進むことを選びましたが、最終的にすべてがどうなるのか、そして私たち全員がどこにいることになるのか、私には分かりません。しかし、確かに分かっていることが一つあります。それは、これが信仰の試練となるということです。なぜなら、神は私たちの信仰を築くために、私たちの人生においてすべてのことを働かせておられるからです！！！さて、これがどのように働くのかを、私たちは正しく理解したいと思います。成功するためには、より強い信仰が必要だということではありません。いいえ。
この変化の期間に神がなさることは、私たちの内により強い信仰を築くことだと理解するなら、私たちは成功します！このことを最初から知っていれば、これらすべてが終わったとき、私たちは単により大きな建物を持つだけではなく、神へのより大きな信仰を持っているはずだと認識するでしょう。そうであるなら、すべての変化、働き、そして困難は、それだけの価値があります。それゆえ、すべての挑戦には、疑いや恐れではなく、信仰をもって立ち向かうことを覚えておきましょう。神とともにあれば、信じる者にはすべてが可能だからです（マルコの福音書 9:23）。
要約
最後に申し上げたいのは、私たちは皆、毎日選択をしなければならないということです。そして、これらの選択が迫って来るときには、
· 主の目的と御心を求め、私たち自身の目的だけを求めないようにしましょう。
· 感謝をささげ、私たちの神は、神を愛し、御自身の目的に従って召された人々のために、あらゆる選択を益となるように働かせることがおできになると認めましょう。
· 信仰において成長するため、いつでも備えていましょう。そうするように試されるとき、神は、私たちが神とその御子をより完全に知る機会を与え、キリスト・イエスにあって私たちに与えてくださった永遠のいのちを垣間見せてくださっているのだと知りましょう。
選択について最後にもう一つ。まだクリスチャンになることを選んでいないなら、罪を悔い改め、キリストを告白し、キリストの御名によってバプテスマを受けるよう勧めます！これは、今の人生においても、来るべき人生においても、あなたがする最善の選択となるでしょう。
